
1．諸言

去る2006年，社会人としての基本的なスキルと

して「社会人基礎力」という視点が経済産業省か

ら提案された�。これは端的に「大人としてのあ

り方」について言及していると捉えることもでき

よう。この社会人基礎力は，「職場や地域社会で

多様な人々と仕事をしていくために必要な基礎的

な力」とされ，「前に踏み出す力」「考え抜く力」

「チームで働く力」の3つのテーマを掲げてい

る。

さらにこの3つのテーマは合わせて12の要素で

構成されており（表－1），これら12の要素を雑

観してみると，それぞれの能力を助長するため

に，体育やスポーツに希求されるところが大きい

ことは想像に難くない。

こうした昨今の時流を踏まえ，大学カリキュラ

ムにおける体育ついて再考を試みる。特に授業と

しての体育実技に関して，視点を限定，あるいは

敢えて歪めた上で「体育」を再考する論点を探る

こと，並びに「大学体育」の重要性や可能性を再

確認するための要素を探り，自身の「備忘録」と

したい。
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2．大学体育の特性

2－1 原理に寄り添う

世界には実に豊かな言葉がある。「翻訳できな

い世界のことば」（創元社）�は，世界が時代を越

えて伝えてきた豊かな言葉を見事に集めている書

である1）。例えば，「VACILANDO（ヴァシラン

ド）」（スペイン語）は，「どこへ行くかよりも，

どんな経験をするかということを重視した旅をす

る。」�というニュアンスで使われるそうだ。これ

は，今日の学校教育の歪みを生んだとも言える

「成果主義」に反し，学ぶことそのもの，つまり

学びのプロセスを重視した「アドベンチャー教

育」の価値観が表現されている。また遍く「あそ

び」は無論，それに端を発するスポーツもまた同

質と考えさせられる。

J．ホイジンガ，R．カイヨワに端を発するとこ

ろの「あそび」に原点を見出すことができる「運

動・スポーツ」を，全体性として取り扱う教科が

「体育」である。そして「あそび」という概念に

基づく原点回帰ということで考えるなら，体育の

活動概念も外へ向かうエネルギーや価値観を潜在

的に有している領域であると論を図ることができ

る。われわれが従事する「教育」という世界は，

「未来を創造する」という価値観からは，保守的

な過去の経験則に収束させるのではなく，常に革

新的であり続けるエネルギーを必然としている。

しかしながら，今日の体育，体育教師はじめスタ

ッフの価値観は果たしてどうだろうか。

このように一見，昨今の体育，特に「体育実

技」は，いかんせん保守的で懐古主義的な印象を

否めない。換言するなら，体育教師は自分自身が

学生時代に経験したことに既存情報を織り混ぜて

試している連続に過ぎないのかも知れない。少し

穿った見方をするなら，体育教師ほど過去に縛ら

れている教師はいないと言えるのではないだろう

か。

ところで「一般的な体育の意義」とは何だろう

か。スペンサーの「三育論」に代表される考え方

による「知」「徳」「体」から「身体の教育」と捉

表－1 社会人基礎力

3つの能力 12の能力要素

前に踏み出す力（アクション）
～一歩前に踏み出し，失敗しても
粘り強く取り組む力～

主体性 ～物事に進んで取り組む力

働きかけ力 ～他人に働きかけ巻き込む力

実行力 ～目的を設定し確実に行動する力

考え抜く力（シンキング）
～疑問を持ち，考え抜く力～

課題発見力 ～現状を分析し目的や課題を明らかにする力

計画力 ～課題の解決に向けたプロセスを明らかにし準備する力

創造力 ～新しい価値を生み出す力

チームで働く力（チームワーク）
～多様な人々とともに，目標に向
けて協力する力～

発信力 ～自分の意見をわかりやすく伝える力

傾聴力 ～相手の意見を丁寧に聴く力

柔軟性 ～意見の違いや立場の違いを理解する力

状況把握力 ～自分と周囲の人々や物事との関係性を理解する力

規律性 ～社会のルールや人との約束を守る力

ストレスコントロール力 ～ストレスの発生源に対する力

（経済産業省ホームページ http：／／www．meti．go．jp／policy／kisoryoku／kisoryokuより）
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えられた時代から，現代では「身体活動を通して

の教育」として捉えられている。関川によれば，

体育の意義は「体位体格の向上や身体諸器官を発

達させることのみを目的としてはおらず，身体活

動の持っている教育的機会（可能性）を利用して

全人的発達に貢献する教育，いわゆる人間形成を

目的とする」�とされ，ここ日本の体育は心身一元

論に立脚していると断じて良いだろう。

関川の言う「身体活動」とは，様々な運動・ス

ポーツに表される「あそび」が持っている特性を

含む活動である。個人的には「武道」や「泳法」

等はそれに含まれないという感覚が残るが，ここ

ではその結論を待たずに論じ進めたい。

その上で，こうした「あそび」がつくる拡散

的，開放的な感覚が人間形成に大きく寄与するこ

とを前提とした価値観が体育の基礎に息づいてい

ると考えてみる。前述，今日の体育が「懐古主義

的」であるという点は，昨今の体育教師が，自身

の体育やスポーツの部活動などの極めて狭小な経

験を授業でも無意識に再現している傾向が強いの

ではないか，という文脈である。敢えて口語的，

批判的に表現するなら，われわれ体育教師は「工

夫が足りない」ということ，また専門家として革

新的な意識や探究心が高くないと推し量ることも

できる。

大学の体育（実技）として「運動量の確保」

「運動経験の獲得」「精神的涵養」「人間関係の拡

充」「社会人基礎力の向上」等々のテーマが想定

・確認できるが，少し拡散させて「①自己の環境

の諸状態を健康的に統制する。②活動力を充実す

る。③豊かな人生をもたらす。④社会生活に対す

る適応性を持たせる」�とする見地もある。

これらは個人や集団（グループ）の感覚に問い

かけ，また委ねられているところが大きいのでは

ないだろうか。冒頭「社会人基礎力」も同様で，

果たして「授業の主体は誰か」という問題提起，

当に学校教育の原点に立ち返る必要に迫られてい

る。

2－2 今日的意義

大学体育の目的に対して授業の実施内容に合理

性を求めるなら，やはり学生主体の授業づくりが

重要課題であるという意識を持ち続けたい。拙著

にある「アドベンチャーから体育を考える」�とい

う視点は，昨今注目を浴びている「アクティブ・

ラーニング」�にも先駆けている。それは，アドベ

ンチャー教育を構築する価値観に「自己決定」と

「グループをつくる」という考え方�が厳然と存在

していることに裏付けられる。

また「自由をつくる」という価値観2）も「人間

形成」に重要な思考をもたらすだろう。私たち3）

が企画・運営している教育キャンプ，いわゆる夏

休みの「サマーキャンプ」などで，参加している

子どもたちから「自由時間はありますか？」や

「自由に○○してもいいですか？」など，「自由」

という概念に向き合う場面に与ることが頻発す

る。加えるなら「トイレに行ってもいいですか」

という下りが多発する。

しかし，これらのキャンプでは前述「グループ

をつくる」ことを思考のベースのひとつとしてい

るので，こうしたやりとりは子ども同士，グルー

プの問題として差し戻すことになる。少し踏み込

んで表現するなら，これらのキャンプは「教育」

を前提としているので，学びの主体である「子ど

もたちの問題を子どもたち自身から奪わない」こ

とが一貫されている。果たして，学生主体である

はずの大学体育ではどうだろうか。

2－3 学生主体への取り組み

既存情報や経験則からイメージされている体育

の内容は，ほぼ安定していると想像できる。ひと

つは授業の進行イメージである。概して，集合
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（笛）～挨拶～出欠確認～授業内容（テーマ）説

明～準備運動（4拍子・8カウント）～部分練習

～全体練習～整理運動（4拍子・8カウント）～

挨拶～解散，という状況かも知れない。

この全てを体育教師が何某かの合図を以って仕

切り，さらにまた課題設定（できる・できない

等）までも教師が提示し続けているとしたら，学

習主体である学生は，いつ「学びの主人公」にな

れるのだろうか。授業という限られた時間の使い

方，学生自身の安全や安心をつくるコスチューム

やウォーミングアップなどの準備性，学びの機会

に富んだ課題の設定や自己評価に向かうベンチ

マークス4）などを鑑みて構築されることが強く求

められる。

言うまでもなく，身体運動を前提とすれば相応

の準備が必要である。しかし他方「なぜ更衣が必

要なのか」という問いかけに出会うことがあれ

ば，体育教師の「あたりまえ」という経験則で結

することを敢えて疑ってみる必要もあるだろう。

そしてその問いに応えるとするなら，どのような

理由や説得が考えられるのだろうか。大学生にな

るまでに体育の授業で経験したことだけで思考を

止めてしまうなら，自分自身の安全や衛生は保た

れ難いだろう。

そもそも「体育着」「体操着」「体育館履き」

「室内履き」とは何か。その呼称も「体育実技」

という一般的な呼称も一旦「リセット」した上

で，授業に参加するメンバー，その意志として合

目的に用意する意味理解を，教師と学生・生徒が

共有している前提が求められる。教材として方

法，内容に合目的なコスチュームを主体的に理解

し考えた上で初めて「準備」となるのではないだ

ろうか。

前述の小学生のキャンプ同様，大学の授業中で

も「トイレに行ってもいいですか？」と問いかけ

られることがある。もちろん，いわゆる「礼儀」

としてのマナーという視点では理解できる。この

学生について，ゲームプレイ中のチームメンバー

という視点に変えて観ると，チームメンバーとの

相互確認は希薄な様子が窺える。大学体育として

のミッションに照らし合わせるなら，学生同士の

やりとりこそ重要課題と捉えるべきである。

「遅刻」や「早退」なども同様に捉えることが

できる。授業を履修する上でのルールやマナーと

いう視点を逸らすなら，「すみません。遅刻しま

した。」という担当教師への「謝罪めいた」やり

とりは全く不要で，学生間の良好な関係づくりに

寄与しうるコミュニケーションのあり方を探索す

る機会として捉えたい。人員掌握や成績評価につ

ながる出欠確認などの作業は別途考えることと判

断する。

2－4 安心安全をつくる

「翻訳できない世界のことば」に，「NUNCHI

（ヌンチ）」（韓国語 名詞）5）があり，これは「他

人の気持ちをひそかにくみとる，こまやかな心づ

かい」という感覚なのだという。日本語に照らす

と「空気を読む」という感覚に近いのかも知れな

い。少し前のことだが「空気を読むことができな

い」状況や当事者を総じて「KY（ケーワイ）」と

表し，流行語のひとつとなったことは記憶に新し

い。しかしながら「空気を読む」ことは成熟した

大人でも難しいことであり，今日の子どもたちに

は「NUNCHI（ヌンチ）」を育む機会に恵まれて

いるとは言えない。

学校での授業中，例えば体育の時間ではどうで

あろうか。もし教師がほぼ全てを「仕切る」，内

容について「詳細に説明する」，目標について

「押し付ける」ような時間であったなら，子ども

同士，学生同士が対面で関わる機会が些少となり

「NUNCHI（ヌンチ）」に向かう時間をつくること

は大変難しい。横並びの「ドリル・ワーク」形式
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がもたらす不安や不満，「やる気」の阻害という

観点は潰えないだろう。

例えば，主教材のひとつと言える「バドミント

ン」において，ラケットでの「シャトル拾い」を

個人の課題としてその技術の習得を目指す場合で

考えてみる。ここでは全体で進行，全体への技術

レクチャー，元より「ラケットで床のシャトルを

上手に拾い上げる」ことを目標とすると想定す

る。体育教師が断片的に技術指導，アドバイスを

挿入しつつ学生が個々に練習を続け，目標達成

（できた・できるようになる）を目指す。この状

況下では，個人の能力としての表現が中心となり

「できる・できない」の顕在化，また技術習得が

成果そのものとなり，目標達成の時差が拡大して

いく。学習者として（学生・生徒），心理的に，

また社会的に「強弱の立場」をつくってしまうこ

とも想像に難くない。

他方，この例の「シャトル拾い」そのものは身

体表現として大変興味深いもので，バドミントン

の経験者，つまり上手に拾い上げるスキルを身に

つけている者であっても，その様子は感覚的で若

干の差異が認められる。さらに各々がその差異や

技術を言語化することが難しいことも観察でき

る。これらは継続的な練習，トレーニングによっ

て個人に習得されたスキルであり，それらには経

験知と暗黙知を多様に包含されていると考えられ

る。

このように個人の歴史に紐解き，それまでに何

らかの経験に約束された経験知や暗黙知を駆使で

きるスキルと仮定するなら，高々「シャトル拾

い」であっても自己実現に向かう身体活動の一つ

として深める要素と位置付けることもできる。で

あるなら「横並び」で全体として狭小なフレーム

で展開する教材ではなく，母体である「バドミン

トン」から遊離した一つの主教材，メインテーマ

として抽出して授業フレームを構築する視点も強

化できるのではないだろうか。それにより個々人

の向かう先「ベンチマークス」が個人に手渡さ

れ，引いては評価も教師と学生の共有事項とな

る。そこでは学生にも教師にも安心が寄り添い，

相互に学びの機会を創出できる文脈が成立する。

また別の課題として，授業を通して観られるこ

とは，概して学生は説明の着き難い「不安」に苛

まれているという状況にあることも重視したい。

ウェールズ語に「GLAS WEN（グラスウェン）」

という言葉がある。直訳すると「青い微笑み」と

のことだが6），こうしたシニカリズム（嘲笑主

義）や「引き下げの心理」に苛まれる日常を恐

れ，それに出会うより避けて通ることを選び兼ね

ない社会的に脆弱な学生が漸増している。このこ

とは世間，世界が「寛容」を手放しつつあること

に起因していると感じて止まない。

このような危機的な状況に流される「体育」で

はなく，「行きたい場所」「集いたい時間」に乗り

込む「体育」を具現化したい。われわれ体育教師

は，世の中から「陽だまり感」のある時間，「寛

容」のある空間を演出するための取り組みが希求

される時代になったと推考している。飛躍した視

点かも知れないが，R．グリーンリーフの提唱す

る「サーバント・リーダシップ」�で論じられてい

る考え方にも一致するところがある。成果主義か

ら派生する上下関係や強弱関係，また組織主義か

ら発生するヒエラルキーに同期しない「体育」と

いう環境が，学生や子どもたちに安心して豊かな

学びの機会を提供できるのである。

3．展望

冒頭の「社会人基礎力」から紐解くなら，今日

の大学生に求め育む力とは「自分で決めて，自分

から動き，同時に，仲間を増やしながら，楽しく

豊かな感情が触れる方に向かう意識を保つ力」と

説明を加えたい（表－2）。体育教師として自己
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反省を踏まえて，こうした「人間力」が求められ

ているからこそ，このことについて拡散と収束を

繰り返しながら大学体育の本質を捕捉し続けなけ

ればならない。さらに，この能力はとても感覚的

で固有性の強い性格のものと推し量ることができ

る。文脈的には「LIVE感」�を持った「DEAI」�の

機会が生々しく育むと考えている。

また教師として，教育の場面で欠かすことがで

きない学生・生徒との対話は，必ず「対面」で行

われる必然を自覚するべきであると考える。教師

ひとりで個々に有効な対話を持つことは不可能に

近い。しかし観察と状況への働きかけは可能であ

る。つまり，このことも「授業（クラス）」とい

う「共同体」に委ねていく視点を忘れないことが

重要な課題のひとつと言える。「グループの力を

つかう」こと，元より「グループをつくる力を育

てる」ことに意識を向けたい。

本文中「翻訳できない世界のことば」から引用

文を挿し入れている。「翻訳できない世界のこと

ば」には，時間や量などを計るいくつかの言葉が

記載されている。われわれの日常では，それらを

「物差」や「秤」，「メーター」や「時計」等の道

具を利用して極力緻密に，あるいは一般的に共通

の尺度で捉え，物事を理解することが殆んどであ

る。しかし，人の内面は「今」のすべてに同期し

てはいない。それは「一般」と「特殊」を同包し

ながら，われわれの「当たり前」というローカル

・オペレーションにアンチ・テーゼを投げかけて

くれる。

概して「学び」というものは，感覚・思考・反

応・反射・行為・行動など，瞬間的な説明を超え

た経験知や暗黙知に彩られている。特に選ぶ言葉

と文脈は個人の感覚的思考に委ねられているのは

ないだろうか。「翻訳できない世界のことば」を

評するひとつの視点として，豊かな社会に寄与す

るであろう「共同体的な感覚」に安土していた日

表－2 体育がはたらきかける潜在能力

授業をつくる3つの柱 主体的な思考をつくる12の要素

先ず‘やる’と決める力（Have FUNN＊1）
～結果や否定的な考えに囚われず
行動してみる～

自己決定 ～自分で決めて，自分で自分を動かす

体験優先 ～意思表示や動くタイミングは大事

LIVE感 ～「ワクワク」「ドキドキ」を手放さない

未知なる‘DEAI’を求める力（Adventure）
～先入観や正解に向かわない道を選ぶ～

‘あたりまえ’を疑う ～「知っている」過去を棚上げに

‘安全’はゼロ・ベース ～「無事故」こそ未来への道

‘クエスト’をつくる ～「？」を手放さない

グループをつくる力（Full Value＊2）
～自分も相手もみんなも同時に大
切にする力～

話す ～アタマの中にある何かをとにかく言葉にしてみる

聞く ～仲間の「話す」は自分の「話す」を助けてくれる

‘ふりかえり’を続ける ～what? → so what? → now what?

‘好き’という ～嫌いでも関わりを大切にすることはできるはず

‘自由’を育てる ～いつも自分たちは‘自由だ’と決めてある

‘キモチ’を吐き出す ～負の感情にはグループを育てる宝物が隠れている

＊1 「Have FUNN」；Functional Understanding is Not Necessary「理屈抜きで楽しもう」という Project Adventure
Inc.の価値観から。

＊2 「Full Value」；「人格に上下なし，ヒエラルキーをつくらないフラットな関係を前提としてチャレンジしよ
う」こちらも PA．Inc．から。
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常が世界に点在していた証明と看ることもでき

る。世代や国境を越えて楽しむことができる伝承

遊びやスポーツなどの特殊性も，言語化できな

い，あるいは言語化しない方が豊かなことがある

だろう。

前記「翻訳できない世界のことば」にある

「SAUDADE（サウダージ）」（ポルトガル語）7）

は，今日ここ日本でも多様な場面で使われている

外国語のひとつであろう。語彙ニュアンスとして

は「心の中になんとなくずっと持ち続けている，

存在しないものへの渇望や，または愛し失った人

やものへの郷愁」ということである。例えば，若

い頃に何かスポーツやダンスなどに夢中になった

者が，年齢を重ね，様々な人生の苦難に向き合い

つつ，そうしたスポーツやダンスなどに寄り添っ

ていくようなことも少なくない実情に近いのでは

ないだろうか。

また体育，あるいはスポーツやダンスなど身体

活動，ひいては「あそび」が生み出す「シンクロ

ニシティ」8）への期待感も高まる。未来を担う

「DEAI」に彩られた「今，ここ」を感じ，変化し

続ける意識が明日の体育を豊かに構築するのかも

知れない。
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2013．P．382．より。「シンクロニシティ synchronicity」
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